
　福島県の新スローガンに思いを
重ね、「実現」に向けた取り組みを
実施する方々やPRツールを積極的
に掲出いただける方々を「ひとつ、
ひとつ、実現する ふくしま 広報
隊」として募集しています。
　本リポートでは、広報隊の活動
をご紹介します。

　2014年、南相馬市小高区で「地域の100の課題から100のビジネ
スを創造する」をミッションに、コワーキングスペースや、食堂、仮
設スーパー、ガラス工房を立ち上げました。
 　また、南相馬市で起業を目指す地域おこし協力隊に対する支援、
新たなコワーキングスペースでの交流など、地域内外を結ぶハブの役
割にも注力しています。さらに、若い世代を対象に、大手企業と連携
した起業支援事業を開始し、新たな人材育成にも力を入れています。
　今後も、社会課題の解決を目指す人材が活躍できる環境を作ること
で、持続可能な地域社会を実現していきます。

持続可能な自立した地域社会を実現する。

ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま 検 索

　 県庁広報課  ☎024(521)7124問

缶バッジなど広報隊グッズをつけてPRしよう！

福島県新スローガン広報隊募集中！
※PRツール等はご協力いただける方に無償で
　送付しています。

広報隊実現活動リポート

県からのお知らせ

募　集 任期付職員・
育休任期付職員の募集

　県では、東日本大震災および原子力災害からの復
旧・復興により増加する業務に対応する「任期付職員」
と育児休業を取得する職員の代替として勤務する「育
休任期付職員」を募集しています。詳しくは、下記ホー
ムページをご覧ください。

　ふくしま米PRのため、県
内のさまざまなイベントや県
外で開催される物産展等に
おいてPR活動に参加できる、
ごはんが大好きで明るく元
気な方を募集します。詳しくは下記ホームページをご
覧ください。

　 県庁人事課　☎024(521)7033問
福島県人事課 検 索

2022 ライシーホワイト 検 索

今、心を込めて届けたい。ふくしまのお米。
ふくしまライシーホワイト2022

募　集

　 県庁農産物流通課　☎024(521)7354問

対　　象　高校生を除く18歳以上40歳未満の方で、県内
　　　　　に居住または在勤・在学する方もしくは本県出
　　　　　身で首都圏在住の方

株式会社
小高ワーカーズベース
和田智行さん

株式会社
小高ワーカーズベース
和田智行さん

　　

応募期限　（任期付職員）　　 ６月29日（水）当日消印有効
　　　　　（育休任期付職員）６月17日（金）当日消印有効

募集職種　（任期付職員）
　　　　　 県　配　属：一般事務、土木Ａ、農業土木など
　　　　市町村派遣：土木Ｂ、建築、保健師
　　　　（育休任期付職員）一般事務、保育士、看護師

　　　　　

ドリームサッカー in ふくしま 検 索

　 県庁地域政策課　☎024(521)7119問

日　　時　6月12日（日）開場 午前9時～　

会　　場　とうほう・みんなのスタジアム（福島市）
試合開始　午後1時30分～

　サッカー日本代表OB選手による「ドリームチー
ム」と「福島市選抜チーム」が対戦する「ドリーム・サッ
カー in ふくしま」を開催します。城彰二氏、中田浩
二氏、玉田圭司氏など名選手が多数参加します。
　ゲームの他にも多彩なイベントを開催します。入
場無料ですが入場整理券が必要です。入場整理券の
配布場所、スケジュールなどは、ホームページをご
覧ください。

催　し 「宝くじスポーツフェア ドリーム・
サッカー inふくしま」開催

　 県庁建設産業室　☎024(521)7452問
ふくしまの建設 検 索

　皆さんは「建設業」にどのようなイメージをお持
ちですか？インスタグラム『ふくしまの建設』では、
県内の建設業で活躍中の方の「生の声」を紹介して
います。ぜひご覧ください。

案　内 インスタグラムで情報発信中！
～建設のしごとを紹介します～

　　　　　 

県の対策や予防法などの相談

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

まずは、かかりつけ
医などの身近な医療
機関への電話相談を
お願いします。

新型コロナ相談窓口

かかりつけ医がいない・相談先が分からない方かかりつけ医をもつ方
発熱等の症状がある場合

一般相談（コールセンター）
0120（567）177

月～金曜日　午前８時30分～午後９時
土 日 祝 日　午前８時30分～午後５時15分
※耳の不自由な方はFAX024（521）7926にご連絡ください。

①県ホームページで公表している
　「診療・検査医療機関」に相談

②受診相談センター 0120（567）747
毎日24時間（土日祝日を含む）対応

相談先に迷う場合は

ワクチン接種の疑問点 ＆Ｑ A
新型コロナウイルス感染症への対策として、県内でも進められている

ワクチン接種について、疑問点をＱ＆Ａ形式で解説します。

　現時点では、初回（1回目・2回目）接種を完了した12歳以上の全ての方が追加接種の対象となってい
ます。A
追加（3回目）接種はどのような人が対象になりますか？Ｑ

　新型コロナウイルスに感染したことのある方は、初回接種、追加接種にかかわらず、ワクチンを接種す
ることができます。これは、新型コロナウイルスは再度感染する可能性があり、自然に感染するよりもワク
チンを接種した方が血中の抗体価が高くなることや、多様な変異に対する抗体の産生も報告されているた
めです。

A
新型コロナウイルスに感染したことのある人は、ワクチンを接種することはできますか？Ｑ

　成人の場合と同様です。ワクチン接種後の発熱に対しては、日本小児科学会より、発熱の程度に応じて、
解熱鎮痛薬を使用できることが示されています。ご不安な場合は、下記の相談窓口や、かかりつけ医にご
相談ください。

A
子どもがワクチン接種後に発熱しました。対応は成人の場合と同じで良いでしょうか？Ｑ

1回目の接種後、2回目の接種前に12歳の誕生日がきました。どうしたら良いでしょうか？Ｑ
A 　11歳以下と12歳以上では、接種するワクチンの種類も量も異なります。1回目の接種後、2回目の接種

前に12歳の誕生日がきた場合は、1回目の接種時の年齢に基づき、2回目も1回目と同じ5～11歳用の
ワクチンを接種します。

最新情報は 
こちらから

福島県
ホームページ

福島県公式 Twitter
@Fukushima_Pref

新型コロナウイルス感染症
関連情報ポータル

新型コロナワクチン副反応に関する相談窓口
ワクチン接種後、2日間以上発熱が続く場合や、症状が重い場合
等の症状がみられる場合は、かかりつけ医やワクチンを受けた医
療機関などへの受診や以下のコールセンターへご相談ください。
　　0120（336）567　午前9時～午後8時（土日祝日を含む）

新型コロナワクチンの小児接種に関する相談窓口
小児接種の対象者および保護者の皆さまからのワクチン接種に
関する相談に医学的知見を有する看護師が対応します。

　　0120（191）567　午前9時～午後8時（土日祝日を含む）

読者からのお便り 2022年
  6 月号 14

「ワクチン接種の疑問点Q&A」がとても参考になり、３回目ワクチン接種も安心して受けることができました。
（郡山市 60代）


